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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも１つの平面を有し、光が透過可能な測定セル部を有するピペットチップを、１
または複数保持可能なピペットチップラックと、
　前記ピペットチップを装着して試料を吸入、吐出するピペットと、
　前記ピペットチップを装着した状態の前記ピペットを搬送する搬送手段と、
　前記ピペットチップを内部に受け入れる開口を有し、前記ピペットチップ内の試料が発
する光を測定する測定ユニットと、
　前記ピペットに一端が閉じられた筒を備え、前記検出ユニットの前記開口に前記筒と径
の異なる１または複数の筒を同心に備える、入れ子構造の遮光手段と、を備える自動分析
装置であって、
　前記ピペットチップラックは、前記ピペットチップの１つの平面を、水平面の特定の向
きに揃えるガイドを有し、
　前記搬送手段は、前記ピペットチップラックに配置されたピペットチップを前記ピペッ
トに装着した後、前記ピペットチップを前記測定ユニットの内部に搬送して前記ピペット
チップの前記平面を前記測定ユニットの光軸に直交する配置とし、
　前記測定ユニットは、前記ピペットチップ内の試料から発する光または前記試料を透過
した光を測定することを特徴とする自動分析装置。
【請求項２】
前記遮光手段は、前記ピペットに一端が閉じられた円筒または多角形筒を備え、かつ前記
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開口に前記円筒または多角形筒と径の異なる１または複数の円筒または多角形筒を同心円
状または同心多角形筒に備える、入れ子構造であることを特徴とする請求項１に記載の自
動分析装置。
【請求項３】
前記ピペットチップラックは、前記ピペットチップの１つの平面を、前記測定ユニットの
光軸に垂直な向きに、揃える前記ガイドを有し、
　前記搬送手段は、前記ピペットチップラックに配置されたピペットチップを前記ピペッ
トに装着した後、平行移動で前記ピペットチップを前記測定ユニットの内部に搬送するこ
とを特徴とする請求項１または２に記載の自動分析装置。
【請求項４】
前記ピペットチップラックは、前記ガイドの上部にテーパーを形成していることを特徴と
する請求項１から３のいずれかに記載に記載の自動分析装置。
【請求項５】
前記搬送手段及び前記検出ユニットを制御する制御手段を備え、
　前記制御手段は、前記ピペットを、前記開口の位置で上下させ、複数の高さで静止する
指示を前記搬送手段に出力し、
　前記制御手段は、前記検出ユニットが受光した信号強度を、前記ピペットが静止する高
さ毎に区別して出力することを特徴とする請求項１から４のいずれかに記載の自動分析装
置。
【請求項６】
前記ピペットにガスを送出するポンプユニットを備え、
　前記ピペットは、前記ポンプユニットから前記ピペットチップまでを連通し、前記ガス
を前記ピペットチップに供給する中空部を有することを特徴とする請求項１から５のいず
れかに記載の自動分析装置。
【請求項７】
請求項１から６のいずれかに記載された分析装置と、少なくとも１つの平面を有し、光が
透過可能な測定セル部を有するピペットチップとを備える分析システムであって、
　前記搬送手段は、前記ピペットチップラックに配置された前記ピペットチップを前記ピ
ペットに装着した後、前記ピペットチップを前記測定ユニットの内部に搬送して前記ピペ
ットチップの前記平面を前記測定ユニットの光軸に直交する配置とし、
　前記測定ユニットは、前記ピペットチップ内の試料が発する光を測定することを特徴と
する分析システム。
【請求項８】
前記分析装置は、試薬を個々に収容するウェルを１または複数備える試薬ラックを備え、
　前記ピペットチップは、反応板をチップ内に備え、
　前記ピペットは、前記ウェルに備える試薬を前記ピペットチップ内に吸引して、前記反
応板と前記試薬とを反応させることを特徴とする請求項７に記載の分析システム。
【請求項９】
前記分析装置は、試薬を個々に収容するウェルを１または複数備える試薬ラックを備え、
　前記ピペットチップは、試薬を表面に備える反応板をチップ内に備え、
　前記ピペットは、前記ウェルに備える試薬を前記ピペットチップ内に吸引して、前記反
応板に備える試薬と、吸引した試薬とを反応させることを特徴とする請求項７または８に
記載の分析システム。
【請求項１０】
前記試薬ラックは、各ウェルに、末端シアル基がα２，３の位置でガラクトースに結合し
た前立腺特異抗原に対して特異的に反応する抗体及び蛍光標識を収容し、
　前記反応板は、遊離した前立腺特異抗原に対して特異的に反応する抗体を固定化し、
　サンドイッチＥＬＩＳＡ法により、試料中の前立腺特異抗原に対して各抗体及び蛍光標
識が反応して複合体を形成し、
　前記測定ユニットは、前記複合体が発する蛍光を測定することを特徴とする請求項８ま
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たは９に記載の分析システム。
【請求項１１】
前記反応板は、異なる試薬を固定化した複数の区画を有することを特徴とする請求項８か
ら１０のいずれかに記載の分析システム。
【請求項１２】
前記区画の１つは試薬を固定化しないことを特徴とする請求項１１に記載の分析システム
。
【請求項１３】
請求項１から６のいずれかに記載された自動分析装置の動作方法であって、
　前記搬送手段が、前記ピペットチップラックに置かれた前記ピペットチップの直上に、
前記ピペットを移動させる行程と、
　前記搬送手段が、前記ピペットを上下に移動させて前記ピペットチップを前記ピペット
に装着させる行程と、
　前記ピペットが、前記ピペットチップ内に試料を吸引する工程と、
　前記搬送手段が、前記ピペットチップを前記検出ユニット内部に搬送して前記ピペット
チップの前記平面を前記測定ユニットの光軸に直交する配置とする行程と、
　前記検出ユニットは、前記ピペットチップ内の試料から発する光を測定する行程と、
　を有することを特徴とする自動分析装置の動作方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は分析装置に関し、例えば前立腺特異抗原等の試料を検出する自動分析装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、自動分析装置では、試料容器から試料を吸引し、プレート上のウェルや測定セル
に試料を導入し、蛍光や分光により測定を行い、試料濃度を決定していた。これらの自動
分析装置では、測定の高感度化が要求されている。
【０００３】
　高感度に検出する分析が要求される分野として、血中の前立腺特異抗原（ＰＳＡ：ｐｒ
ｏｓｔａｔｅ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ａｎｔｉｇｅｎ）の濃度測定がある。この血中の前立
腺特異抗原の濃度測定は、前立腺癌の診断において有望であり、特許文献１には測定の一
例が記載されている。
【０００４】
　特許文献１では、８Ａ６モノクローナル抗体を磁性ビーズに固定した後、プレートの各
ウェルに磁性ビーズを注入する。そしてサンドイッチＥＬＩＳＡ法の手順に従い、ブロッ
キングし、一次抗体であるＨＹＢ４モノクローナル抗体を添加し、検体に混合する。その
後、蛍光色素標識抗体を加え、室温で放置した後、プレートをフローサイトメトリーにセ
ットして蛍光を検出している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】国際公開２０１４－０５７９８３号
【特許文献２】特開平２－１３８５７号公報
【特許文献３】特表２００９－５１６１８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１のように、ウェルを備えるプレートに各試薬及び検体を投入して蛍光分析を
行う場合、使用後のプレートを廃棄するので、廃棄物が増加する問題がある。またピペッ
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トで試料をウェルに移しかえる際に、測定に使用できる試料の量が減少してしまう問題が
ある。またウェル内の試料が発する蛍光を測定する場合に、隣接するウェルに残った他の
試料の蛍光がノイズとなる問題もある。また隣接するウェルの試料を測定後に除去したと
しても完全に洗浄しきれず、ウェルに残った試料が残光を発し、ノイズとなる場合もある
。
【０００７】
　上記問題を解決する方法として、特許文献２及び特許文献３には、ピペットまたはピペ
ットチップ内に試料を吸入した状態で測定を行うことが記載されている。
【０００８】
　しかしながら、ピペットまたはピペットチップ内の試料を測定した場合、ピペットチッ
プの断面形状が円形であるため、入射光及び出射光がピペットチップの曲面で屈折して迷
光となり測定のノイズになるという問題がある。特に前立腺特異抗原を検出する場合、微
量の試料で高感度の測定が望まれており、迷光によるノイズが高感度測定の障害になって
いる。
【０００９】
　本発明では、迷光によるノイズを減少させて高感度測定を実現する自動分析装置を実現
することを目的としている。特に前立腺特異抗原を検出する自動分析装置において迷光及
び他の試料によるノイズを減少させて高感度測定を実現することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の自動分析装置は、少なくとも1つの平面を有し、光が透過可能な測定セル部を
有するピペットチップを、１または複数保持可能なピペットチップラックと、前記ピペッ
トチップを装着して試料を吸入、吐出するピペットと、前記ピペットチップを装着した状
態の前記ピペットを搬送する搬送手段と、前記ピペットチップを内部に受け入れる開口を
有し、前記ピペットチップ内の試料が発する光を測定する測定ユニットと、を備える自動
分析装置であって、前記ピペットチップラックは、前記ピペットチップの１つの平面を、
水平面の特定の向きに揃えるガイドを有し、前記搬送手段は、前記ピペットチップラック
に配置されたピペットチップを前記ピペットに装着した後、前記ピペットチップを前記測
定ユニットの内部に搬送して前記ピペットチップの前記平面を前記測定ユニットの光軸に
直交する配置とし、前記測定ユニットは、前記ピペットチップ内の試料から発する光また
は前記試料を透過した光を測定することを特徴とするものである。
【００１１】
　このような構成により、測定時に入射光及び発光が曲面により迷光となることが少なく
、ノイズが減少し、高感度測定を行うことができる。
【００１２】
　本発明の自動分析装置は、前記ピペットチップラックは、前記ピペットチップの１つの
平面を、前記測定ユニットの光軸に垂直な向きに、揃える前記ガイドを有し、前記搬送手
段は、前記ピペットチップラックに配置されたピペットチップを前記ピペットに装着した
後、平行移動で前記ピペットチップを前記測定ユニットの内部に搬送することを特徴とす
るものである。
【００１３】
　このような構成により、ピペットチップを特定の向きとして光軸に合わせるための追加
の構成も動作も必要がない。すなわち自動分析装置の部品点数の減少と工程の減少、且つ
ピペットチップの消費数の減少と、高感度測定とをすべて実現することができる。
【００１４】
　本発明の自動分析装置は、前記ピペットチップラックは、前記ガイドの上部にテーパー
を形成していることを特徴とするものである。
【００１５】
　このような構成により、ピペットチップを保持し、且つピペットチップの測定セル部の
平面を、水平面に対する方向において一定の方向に揃えることができる。
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【００１６】
　本発明の自動分析装置は、前記検出ユニットの前記開口と前記ピペットとに、対応する
入れ子構造の遮光手段を備えることを特徴とするものである。
【００１７】
　このような構成により、暗箱と遮光部材の接触なしに遮光を実現しており、高い精度の
加工なしに、開口部からピペットを挿入する空間においても十分に遮光をすることができ
る。
【００１８】
　本発明の自動分析装置は、前記搬送手段及び前記検出ユニットを制御する制御手段を備
え、前記制御手段は、前記ピペットを、前記開口の位置で上下させ、複数の高さで静止す
る指示を前記搬送手段に出力し、前記制御手段は、前記検出ユニットが受光した信号強度
を、前記ピペットが静止する高さ毎に区別して出力することを特徴とするものである。
【００１９】
　このような構成により、反応板に対応する複数の位置で測定を行う場合に、迷光及び外
部光によるノイズを減少させ、高感度の光測定を行うことができる。
【００２０】
　本発明の自動分析装置は、前記ピペットにガスを送出するポンプユニットを備え、前記
ピペットは、前記ポンプユニットから前記ピペットチップまでを連通し、前記ガスを前記
ピペットチップに供給する中空部を有することを特徴とするものである。
【００２１】
　このような構成により、試料や試薬の吸引、吸引および吐出による攪拌、洗浄、反応、
検出をピペットチップ内ですべて実現することができる。
【００２２】
　本発明の分析システムは、上記分析装置と、少なくとも1つの平面を有し、光が透過可
能な測定セル部を有するピペットチップとを備える分析システムであって、前記搬送手段
は、前記ピペットチップラックに配置された前記ピペットチップを前記ピペットに装着し
た後、前記ピペットチップを前記測定ユニットの内部に搬送して前記ピペットチップの前
記平面を前記測定ユニットの光軸に直交する配置とし、前記測定ユニットは、前記ピペッ
トチップ内の試料が発する光を測定することを特徴とするものである。
【００２３】
　このような構成により、測定時に入射光及び発光が曲面により迷光となることが少なく
、ノイズが減少し、高感度測定を行うことができる。
【００２４】
　本発明の分析システムは、前記分析装置は、試薬を個々に収容するウェルを１または複
数備える試薬ラックを備え、前記ピペットチップは、反応板をチップ内に備え、前記ピペ
ットは、前記ウェルに備える試薬を前記ピペットチップ内に吸引して、前記反応板と前記
試薬とを反応させることを特徴とするものである。
【００２５】
　本発明の分析システムは、前記分析装置は、試薬を個々に収容するウェルを１または複
数備える試薬ラックを備え、前記ピペットチップは、試薬を表面に備える反応板をチップ
内に備え、前記ピペットは、前記ウェルに備える試薬を前記ピペットチップ内に吸引して
、前記反応板に備える試薬と、吸引した試薬とを反応させることを特徴とするものである
。
【００２６】
　これらの構成により、試料や試薬の吸引、吸引および吐出による攪拌、洗浄、反応、検
出をピペットチップ内ですべて実現することができる。
【００２７】
　本発明の分析システムは、前記試薬ラックは、各ウェルに、末端シアル基がα2,3の位
置でガラクトースに結合した前立腺特異抗原に対して特異的に反応する抗体及び蛍光標識
を収容し、前記反応板は、遊離した前立腺特異抗原に対して特異的に反応する抗体を固定
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化し、サンドイッチＥＬＩＳＡ法により、試料中の前立腺特異抗原に対して各抗体及び蛍
光標識が反応して複合体を形成し、前記測定ユニットは、前記複合体が発する蛍光を測定
することを特徴とするものである。
【００２８】
　このような構成により、前立腺特異抗原を高感度で検出することができる。
【００２９】
　本発明の分析システムは、前記反応板は、異なる試薬を固定化した複数の区画を有する
ことを特徴とするものである。
【００３０】
　このような構成により、複数の分析項目に対応することができる。
【００３１】
　本発明の分析システムは、前記区画の１つは試薬を固定化しないことを特徴とするもの
である。
【００３２】
　このような構成により、ブランク測定用とすることができる。また、このような構成に
より、後から修飾することもできる。
【００３３】
　本発明の分析システムは、上記自動分析装置の動作方法であって、前記搬送手段が、前
記ピペットチップラックに置かれた前記ピペットチップの直上に、前記ピペットを移動さ
せる行程と、前記搬送手段が、前記ピペットを上下に移動させて前記ピペットチップを前
記ピペットに装着させる行程と、前記ピペットが、前記ピペットチップ内に試料を吸引す
る工程と、前記搬送手段が、前記ピペットチップを前記検出ユニット内部に搬送して前記
ピペットチップの前記平面を前記測定ユニットの光軸に直交する配置とする行程と、前記
検出ユニットは、前記ピペットチップ内の試料から発する光を測定する行程と、を有する
ことを特徴とするものである。
【００３４】
　このような構成により、測定時に入射光及び発光が曲面により迷光となることが少なく
、ノイズが減少し、高感度測定を行うことができる。
【発明の効果】
【００３５】
　このように本発明の自動分析装置によれば、光が当たる面が平面であるピペットチップ
と測定の光軸とが垂直である角度で測定を行うことができるので、ピペットチップの消費
量の減少とともに、高感度測定を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】実施の形態１に係る自動分析装置の平面図である。
【図２】実施の形態１に係る自動分析装置の正面図である。
【図３】実施の形態１に係る検出ブロックユニットの詳細を示す図である。
【図４】実施の形態１に係るピペットチップの斜視図である。
【図５】実施の形態１に係るピペットチップの正面図である。
【図６】実施の形態１に係るピペットチップの断面図である。
【図７】実施の形態１に係るピペットチップラックの正面図である。
【図８】実施の形態１に係るピペットチップラックの平面図である。
【図９】実施の形態１に係るピペットチップラックの斜視図である。
【図１０】実施の形態１の自動分析装置の遮光に関する構成を示す図である。
【図１１】実施の形態１に係る自動分析装置のピペット側遮光部と暗箱側遮光部との入れ
子構造を表す断面の模式図である。
【図１２】実施の形態１に係る分析システムのポンプユニットの概略を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
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　実施の形態１
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。
　図１は実施の形態１に係る自動分析装置の平面図である。図１では、通常の使用状態に
おいて当該自動分析装置を試験台等に載置した状態を上面から見た図である。即ち、図１
の紙面に垂直な方向が使用状態における上下方向である。
【００３８】
　図２は実施の形態１に係る自動分析装置の正面図である。図２では、通常の使用状態に
おいて当該自動分析装置を試験台等に載置した状態を正面から見た図である。即ち、図１
の紙面において上下方向が使用状態における上下方向である。
【００３９】
　自動分析装置１０は、ピペットチップを保管するチップラック１１と、試料を注入する
ピペット１２と、ピペット１２を平行移動で搬送する搬送ユニット１３と、試薬ラック１
４と、反応ユニット１５と、検出ユニット１６と、検出ブロックユニット１７と、廃液ボ
トル１８と、チップ廃棄箱１９とを備える。
【００４０】
　チップラック１１が保管するピペットチップは、試料を直接光検出するために平面構造
を有している。したがって、チップラック１１は、ピペットチップを受け入れる孔に、こ
のピペットチップの構造に対応するガイドを有している。チップラック１１はガイドを有
する孔を１または複数有する。チップラック１１が複数の孔を有する場合は、孔が一直線
に並び、各孔のガイドが結合しても良く、直線の延長上に搬送ユニット１３のスタートポ
ジションがある配置とするのが好適である。また孔を複数の列に配置しても良い。受け入
れるピペットチップの構造とチップラック１１の詳細については後述する。
【００４１】
　ピペット１２は、先端にピペットチップを装着する、中空且つ先細りの構造を有し、他
方に内部ポンプまたは外部のポンプユニットと接続する内管を有し、先端の中空と内部ポ
ンプまたは内管を連通した構造とする。ピペット１２はポンプの駆動により、先端に装着
したピペットチップを介して試料を注入または吐出する。
【００４２】
　搬送ユニット１３は、ピペット１２を把持し、また前後、左右、上下の三軸でピペット
１２を平行移動する搬送機構を有する。搬送ユニット１３は、例えば、ステッピングモー
タやパルスモータ等の駆動手段、プーリやベルト等の伝達手段、ピペット１２を把持する
把持手段、駆動手段を制御する制御ユニットを備えている。また、搬送ユニット１３は、
ピペット１２を把持できるロボットアームを駆動制御する機構によっても実現できる。
【００４３】
　試薬ラック１４は、複数のウェルを有する。各ウェル内にはサンプル、試薬が入れられ
る。
　反応ユニット１５は、ピペット１２に装着されたピペットチップを受け入れる孔と、反
応に必要な温度に調整するための温度調整機構を備え、検体及び試料を一定の反応温度に
保って反応を進行させる。ここで、温度調整機構は、例えば、ヒータまたはペルチェ素子
と、温度センサと、温度センサにより検出された温度に応じて、ピペットチップが所定の
温度になるようにヒータを制御する制御ユニットを備えている。
【００４４】
　検出ユニット１６は、ピペット１２を内部に収容して、外部光によるノイズのない環境
を提供する構成である。すなわち、検出ユニット１６は、暗箱と、暗箱にピペット１２に
装着されたピペットチップを受け入れる開口を有している。
　検出ブロックユニット１７は、ピペットチップ内の試料から発せられる光を検出するた
めの構成である。具体的には、検出ブロックユニット１７は、所定の波長の光をピペット
チップ内の試料に照射し、試料が発する蛍光を検出する。
【００４５】
　廃液ボトル１８は、測定後の試料及び未反応の試薬を受けるボトルである。チップ廃棄
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箱１９は、測定後のピペットチップをピペット１２から外し、収容する箱である。
【００４６】
　次に、実施の形態１に係る自動分析装置１０の特徴である、チップラック１１と検出ユ
ニット１６との向きの関係について説明する。自動分析装置１０は、発光部より発した光
を受光する面が平面である形状のピペットチップに対応し、ピペットチップが、最初に配
置されるチップラック１１での水平面での向きと、最後に配置される測定における水平面
での向きが平行となる構成となっている。以下、具体的な構造について説明する。
【００４７】
　チップラック１１は、平面形状を有するピペットチップを収容するために、対応する平
面形状を有するガイドを備えている。より具体的には、ピペットチップの外表面が平面の
部分に対して、所定のクリアランスを介して一部又は全部の内周面が当接するようなガイ
ドが、チップラック１１に設けられている。
【００４８】
　従って、チップラック１１のガイドは、載置状態のピペットチップの上下方向の軸回り
の回転を規制するガイドとして機能する。即ち、チップラック１１の平面形状とピペット
チップの平面形状が向かい合って、ピペットチップがチップラック１１のガイドに配置さ
れることによりピペットチップは水平面における向きが、特定の向きで揃えられて配置さ
れる。
【００４９】
　一方、検出ユニット１６において、ピペットチップは、受光する平面を光軸に対して垂
直となる向きに配置して、測定を行う。
　そして、実施の形態１の自動分析装置１０では、チップラック１１の平面が前述の光軸
に対して垂直な位置関係で配置している。すなわち、チップラック１１に収容された状態
のピペットチップの平面の向きと、検出ブロックユニット内に収容されて測定される状態
のピペットチップの平面の向きとは、水平面における向きにおいて平行な関係になる。
【００５０】
　この結果、搬送ユニット１３はピペット１２及びピペットチップを回転させる機構を有
する必要はなく、三軸で平行移動させる搬送機構のみでピペットチップの受光する平面を
光軸に垂直とすることができる。また、搬送ユニット１３及び検出ユニット１６は、ピペ
ットチップの平面を光軸に対して垂直な向きに調整する機構を備える必要がない。
【００５１】
　このような配置関係とすることにより、ピペットチップを特定の向きとして光軸に合わ
せるための追加の構成も動作も必要がない。すなわち自動分析装置の部品点数の減少と工
程の減少、且つピペットチップの消費数の減少と、高感度測定とをすべて実現することが
できる。
【００５２】
　なお、ガイドは、ピペットチップの平面形状を特定の向きに揃える機能を有する物であ
れば、平面以外の形状でも良い。例えば、ピペットチップの平面に対応する三つの支点以
上からなる押さえ部と、平面の背面側から押さえる一つの支点以上の押さえ部材とから構
成しても良い。また、支点の一部を直線または曲線状の押さえ部材に置き換えても良い。
【００５３】
　また、上記説明における光軸は、ハーフミラーを用いて光が屈折する場合、ハーフミラ
ーとピペットチップの間における光軸に対応する。ハーフミラーを用いた検出機構を、図
３を用いて説明する。
【００５４】
　図３は、実施の形態１に係る検出ブロックユニットの詳細を示す図である。
　図３において、検出ブロックユニット１７は、暗箱１７ａ内に発光部１７ｂと、ハーフ
ミラー１７ｃと、検出器１７ｄとを備える。そして検出ブロックユニット１７は、検出ユ
ニット１６と暗室同士を一体化している。暗箱同士の間には光路となる位置に貫通穴１７
ｅを有する。すなわち、発光部１７ｂより発した光がハーフミラー１７ｃと貫通穴１７ｅ



(9) JP 6323816 B2 2018.5.16

10

20

30

40

50

を介して検出ユニット１６に受け入れられたピペットチップに当たる。そしてピペットチ
ップが発する蛍光が、貫通穴１７ｅとハーフミラー１７ｃを介して検出器１７ｄに届く。
【００５５】
　このようにハーフミラーを用いて光を屈折させ、屈折後の光を検出器で測定する場合に
は、ピペットチップの平面を、ピペットチップとハーフミラーの間での光軸に対して垂直
とする配置とする。
【００５６】
　また、ピペットにピペットチップの水平面での向きを回転させるステッピングモータや
パルスモータ等の回転手段を有しても良い。この場合、チップラック１１がピペットチッ
プを水平面の向きにおいて、いずれの向きに揃えていても対応できる。そして、予め制御
手段にチップラック１１におけるピペットチップの揃える水平面の向きと、光軸との角度
を記憶させ、回転手段により、ピペットチップの平面を光軸に対して直交する向きになる
角度にまで回転させるように制御することもできる。
【００５７】
　次にピペットチップ側の構造について説明する。図４～６は実施の形態１に係るピペッ
トチップの図である。図４は斜視図、図５は正面図、図６は図５のＶＩ－ＶＩにおける断
面図である。
【００５８】
　ピペットチップ２０は、試料や試薬の吸引、吸引および吐出による攪拌、洗浄、反応、
検出をピペットチップ２０内ですべて実現するオールインワン構造を有している。また、
ピペットチップ２０は、光が内部に到達するまでの減衰を抑制するために透明樹脂により
構成されている。
【００５９】
　すなわち、ピペットチップ２０は、ピペット１２の先端に対応する円筒形状の開口部２
１を上端に備え、外面及び内面に１または複数の平面を有する直方体または筒形状の測定
セル部２２を中央に備え、試料及び試薬を吸引または吐出を行うための先細りの円筒形状
のノズル部２３を下端に備えている。そして開口部２１と測定セル部２２とノズル部２３
とは内部空間が連通している。
【００６０】
　また測定セル部２２には内部に直方体の反応板２４を配置し固定するために一対の溝２
６を有している。測定セル部２２の平面２５と、一対の溝２６とは、平行に位置し、且つ
各溝２６と平面２５との距離が等しくなるように形成する。すなわち、溝２６をガイドと
して反応板２４が固定された状態で、反応板２４の平面２７と測定セル部２２の平面２５
が平行な関係となる。この結果、測定セル部２２の平面２５に対して垂直に入射した光は
、反応板２４の平面２７に対して垂直に当たるので、光と反応板２４とは、測定に最適な
角度の関係となる。測定セル部２２の平面２５は、測定のための光が拡散することがない
ように、凹凸がない平坦面であることが好ましい。
【００６１】
　なお、反応板２４は、表面を抗体等の試薬で予め修飾してもよいし、未修飾でもよい。
表面を未修飾とする反応板は、試薬をピペットチップ２０の測定セル部２０内に吸引する
ことにより、後から修飾することもできる。
【００６２】
　次にピペットチップに対応するチップラックの構造について説明する。
　図７～９は実施の形態１に係るピペットチップラックの図である。図７は正面図、図８
は左側面図、図９は斜視図を示す。図７に示すようにチップラック１１は、上部構造体３
１と、下部構造体３２とを備える。
【００６３】
　上部構造体３１は、ピペットチップ２０を受け入れる孔３３を１または複数有している
。孔３３は内面にピペットチップ２０の測定セル部２２の平面に対応する形状、すなわち
平面構造を有する。例えばピペットチップ２０が２つの平行な平面を有する場合、孔３３
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は、同じく二つの平面３３ａ，ｂを平行に有し、２つの平面の距離は、ピペットチップ２
０の平面間の厚みにスライド可能な隙間を加えた距離とする。
【００６４】
　また、孔３３は上部にテーパー部３４を有し、孔３３の上部がより大きな孔となってい
る。ピペットチップ２０がどのような向きで挿入されたとしても、挿入時の力及び重力に
より下に移動する時に、テーパー部３４の斜面３４ａから平面３３ａに対して揃うように
向きを変える。
【００６５】
　すなわち、ピペットチップ２０の平面２５が上部構造体３１の平面３３ａと異なる向き
である場合、重力等による下向きの力がテーパー部３４の斜面３４ａに作用する。下向き
の力は、斜面３４ａに対して、斜面の下り側向きの力とテーパー部の斜面に垂直な力との
成分として働くが、後者は斜面の反発力と釣り合い、前者のみがピペットチップ２０に作
用する。
【００６６】
　この結果、ピペットチップ２０は、測定セル部２２の平面２５が、上部構造体３１の平
面３３ａに沿い、水平面に対する向きについて同じ方向で配置される。
【００６７】
　下部構造体３２は、上部構造体３１と重ね合わせた時に、孔３３と位置が対応する孔３
５を有している。孔３５は、ピペットチップ２０のノズル部２３の断面と等しい、または
大きい形状を有しており、そしてピペットチップ２０の測定セル部２２の断面より小さい
形状を有している。すなわち、下部構造体３２は、上部構造体３１の孔３３から挿入され
たピペットチップ２０を測定セル部２２とノズル部２３との境界位置で落下を止めるスト
ッパーとしての機能を有する。
【００６８】
　これらの構造により、チップラック１１は、ピペットチップ２０を保持し、且つピペッ
トチップ２０の測定セル部２２の平面を、水平面に対する方向において一定の方向に揃え
ることができる。
【００６９】
　なお、チップラックの孔とピペットチップの外面の形状は、一面が平面であれば他の部
分については様々な形状が考えられる。例えば、セミシリンドリカル形状（かまぼこ形状
）のように平面以外が曲面であるもの、多角柱、あるいは平面と曲面の複合した柱状の形
状なども考えられる。またピペットチップの内面の形状についても平面に向かい合う部分
が平面かつ外面の平面と平行であれば、他の形状については特に限定されず、多面形、曲
面、あるいは平面と曲面の複合した形状で良い。
【００７０】
　次に自動分析装置１０を用いた前立腺癌に関連する特異的な抗原を測定する例について
説明する。
　試薬ラック１４の各ウェルには、サンプル（血清）、ブロック液、抗体試薬、蛍光試薬
が入れられている。他方ピペットチップ２０内の反応板２４には、表面に抗体が固定化さ
れている。前立腺癌の診断に用いる場合には、抗フリーＰＳＡ特異的モノクローナル抗体
を固定する。抗フリーＰＳＡ特異的モノクローナル抗体はクローン２Ｅ２由来のコンプレ
ックスＰＳＡと反応しない抗フリーＰＳＡ抗体である。具体的な抗体としては、フナコシ
社の８Ａ６モノクローナル抗体がある。
【００７１】
　まず、ピペット１２は、チップラック１１の直上まで移動し、下降に移動することによ
りピペットチップ２０をピペット１２の先端に装着する。
【００７２】
　次に、ピペット１２は上昇した後、試薬ラック１４の直上まで移動する。そして、ピペ
ット１２は、試薬ラック１４のウェル内にピペットチップ２０が位置する高さまで下降し
、ポンプの駆動により吸引、反応、吐出及び洗浄を行う。この吸引、反応、吐出及び洗浄
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の動作はサンプル（血清）、ブロック液、抗体試薬、蛍光試薬のそれぞれにおいて、実行
される。
【００７３】
　まずピペット１２はブロッキング液を吸引する。ブロッキング液により、反応板２４の
表面がブロッキングされる。
【００７４】
　次にピペット１２はブロッキング液を吐出し、サンプルを吸引する。ピペットチップ２
０の測定セル部２２内にサンプルが満たされる。その後４℃で５分～１時間放置すること
により、反応板２４に固定化された抗体とサンプル内に含まれるフリーＰＳＡとが、反応
する。
【００７５】
　次にピペット１２はサンプルを吐出し、抗体試薬を吸引する。前立腺癌の診断に用いる
場合には、抗α２，３結合糖鎖用抗体、すなわち末端シアル酸残基がα（２,３）結合で
ガラクトースに結合した糖鎖を特異的に認識するモノクローナル抗体が好適である。具体
的な抗体としては、和光純薬社のＨＹＢ４モノクローナル抗体がある。そして４℃で５分
～１時間放置することにより、抗フリーＰＳＡ抗体－フリーＰＳＡ－抗α２，３結合糖鎖
用抗体という複合体が、反応板２４上に形成される。
【００７６】
　次にピペット１２は抗体試薬を吐出し、蛍光試薬を吸引する。具体的な蛍光試薬として
は、蛍光色素標識抗マウスＩｇＧ３抗体がある。室温で５分～４５分放置することにより
、抗フリーＰＳＡ抗体－フリーＰＳＡ－抗α２，３結合糖鎖用抗体－蛍光試薬という複合
体が、反応板２４上に形成される。
【００７７】
　複合体の形成後、ピペット１２はピペットチップ２０を検出ユニット１６の位置まで移
動し、開口４０ａの位置で下降する。そして検出ブロックユニット１７はピペットチップ
２０の測定セル部２２からの蛍光を検出する。
【００７８】
　蛍光検出の後、ピペット１２は、上昇及び平行移動により廃液ボトル１８の直上まで移
動し、蛍光試薬を吐出して、蛍光試薬を廃液ボトル１８内に捨てる。
【００７９】
　最後に、ピペット１２はチップ廃棄箱１９まで移動し、チップ廃棄箱１９の取り外し機
構によりピペットチップ２０を取り外し、ピペットチップ２０をチップ廃棄箱１９内に捨
てる。
　以上の動作により、自動分析装置１０は前立腺特異抗原を高感度で検出することができ
る。
【００８０】
　前立腺癌の診断の分野では、前立腺特異抗原を１０～１００ｐｇ／ｍLのオーダーで検
出することが要求されているが、実施の形態１では、受光のための平面を有するピペット
チップに対応した自動分析装置を実現している。したがって、断面が円形である一般的な
ピペットチップの内部にサンプルを導入した状態で測定する場合と比べて、蛍光等の測定
時に入射光及び発光が曲面により迷光となることが少なく、ノイズが減少し、高感度測定
を行うことができる。
【００８１】
　また高感度測定においては、迷光とともに、外部からの光によるノイズの減少も重要で
ある。特にピペットチップを挿入するための、暗箱の開口部分は遮光のための構成が必要
である。
【００８２】
　次に実施の形態１の自動分析装置の検出ユニット１６がピペットチップを受け入れる開
口部分の遮光について説明する。
　図１０は、実施の形態１の自動分析装置の遮光に関する構成を示す図である。具体的に



(12) JP 6323816 B2 2018.5.16

10

20

30

40

50

は、図１０は検出ユニット１６内にピペットチップを収容した状態における、検出ユニッ
ト１６とピペット１２と組み合わせを説明する図である。
【００８３】
　図１０において、検出ユニット１６は、暗箱４０と、暗箱４０にピペット１２に装着さ
れたピペットチップを受け入れる開口４０ａを有し、開口４０ａの直上の位置に円筒形状
の暗箱側遮光部４２を備える。
【００８４】
　なおピペット１２も一方が蓋で閉じられた円筒形状のピペット側遮光部４１を有し、ピ
ペット１２のピペット側遮光部４１と検出ユニット１６の遮光部４２は相異なる直径を有
する筒であり、検出ユニット１６の開口４０ａにピペットチップを受け入れた際に筒同士
が互いに入れ子となる形状を有している。また、図１０では入れ子形状により遮光する構
成をわかりやすく示すため、ピペット１２の先端に装着するピペットチップは図に記載し
ていないが、実際の測定では、ピペット１２の先端にピペットチップを装着する。
【００８５】
　すなわち、検出ユニット１６とピペット１２は一体となった状態で外部から光が入射で
きない構造となっている。また、暗箱４０、ピペット側遮光部４１および遮光部４２の表
面を黒色とする等の構成により、ノイズとなる光を吸収する構成としている。
【００８６】
　ピペット１２はピペット側遮光部４１を有し、検出ユニット１６は暗箱側遮光部４２を
有する。検出ユニット１６は暗箱４０で構成されており、ピペットチップ２０を受け入れ
るための開口４０ａを有する。従って、開口４０ａの内径は、ピペットチップ２０の先端
近傍の外径よりも若干のクリアランスを介して大きい。そして暗箱側遮光部４２は開口４
０ａに対応する位置に設置される。
【００８７】
　暗箱側遮光部４２は開口４０ａと同じ開口４０ａを有し、且つ径の異なる筒形状の内径
部４２ｂと外径部４２ｃとを有する。ピペット側遮光部４１は、一方が閉じられた筒形状
である。
【００８８】
　ピペット側遮光部４１と暗箱側遮光部４２とは、筒型形状部分が互いに入れ子構造とな
る構成となっている。図１１は、ピペット側遮光部と暗箱側遮光部との入れ子構造を表す
断面の模式図である。すなわち図１１は、ピペット１２が検出ユニット１６と一体となっ
た状態で、ピペット側遮光部４１と暗箱側遮光部４２とが重なり合い、入れ子となってい
る状態における、ピペット側遮光部４１と暗箱側遮光部４２の断面を表している。
【００８９】
　これらの構成の直径を比較すると、小さい方から、開口４０ａ、内径部４２ｂ、ピペッ
ト側遮光部４１、外径部４２ｃの順となる。より具体的には、内径部４２ｂの内径はピペ
ット１２が挿入可能なように外径よりも大きい。ピペット側遮光部４１が、内径部４２ｂ
の外周面と、外径部４２ｃの内周面との間で挿入可能なように、ピペット側遮光部４１の
内径は、内径部４２ｂの外径よりも大きく、外径部４２ｃの内径よりも小さい。
【００９０】
　またピペット側遮光部４１、開口４０ａ、内径部４２ｂ、外径部４２ｃは、中心が一致
する同心円構造の配置となっている。すなわち、ピペット１２が下降して検出ユニット１
６の開口４０ａにピペットチップ２０を挿入させた時に、ピペット側遮光部４１と暗箱側
遮光部４２とが互いに入れ子構造になる。
【００９１】
　一般に光は直線的に進むが、入れ子構造となるピペット側遮光部４１と暗箱側遮光部４
２により、暗箱４０の外から中に直線の光路が存在しないので、光は外部から暗箱４０の
中に入ることができない。またピペット側遮光部４１と暗箱側遮光部４２との間を反射に
より暗箱４０に外部の光が入ることを防ぐために、ピペット側遮光部４１と暗箱側遮光部
４２は光を吸収する表面とするのが好適である。具体的には黒色の材料を用いる、または
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黒色に塗装する等が考えられる。
【００９２】
　一般的に、開口に対する遮光は蓋等を用いるが、隙間より外部から光が入るのを防ぐた
めに、蓋と暗箱との接触部分の隙間を少なくする必要がある。したがって蓋を用いて遮光
を行う場合は、形状加工に高い精度が要求される。
【００９３】
　一方、実施の形態１の自動分析装置１０は、互いに入れ子となる構造により遮光を実現
しているので、暗箱と遮光部材の接触なしに遮光を実現しており、高い精度の加工なしに
、開口部からピペット１２を挿入する空間においても十分に遮光をすることができる。
【００９４】
　また、上述するピペット側遮光部４１と暗箱側遮光部４２は、さらにピペット１２の上
下移動方向に対して自由度を有するという効果もある。すなわち、ピペット側遮光部４１
のピペット側遮光部と、暗箱側遮光部４２の内径部及び外径部が、水平面方向に対して重
複する部分があれば、どの位置でも遮光することができる。
　したがって、測定位置を高さ方向の複数の位置で行うことも可能である。
【００９５】
　例えば、ピペットチップ２０に挿入する反応板の表面を、開口部２１とノズル部２３と
を結ぶ軸方向で複数の区画に分けて、各区画に異なる抗体を固定化し、複数の分析項目に
対応することが考えられる。また一つの区画をブランク測定用とすることもできる。
【００９６】
　複数の区画を有する反応板をピペットチップ２０に挿入して測定する場合、自動分析装
置１０は、所定の高さにピペット１２を静止させて測光を行う。測光後、自動分析装置１
０は、ピペット１２の高さを変更し、静止させて測光を行う。以下、区画の数だけ、区画
に対応する高さで測光を実行する。ピペット１２の高さの制御及び測光した信号を高さで
区別して出力する処理は、ＣＰＵ等の制御装置により実現する。
【００９７】
　このように、実施の形態１に係る自動分析装置は、一つのピペットチップ内に複数の区
画を有する反応板を備え、反応板に対応する複数の位置で測定を行う場合に、迷光及び外
部光によるノイズを減少させ、高感度の光測定を行うことができる。
【００９８】
　なお入れ子構造について図１０、１１では円筒形状としているが、多角形等の形状とし
ても良い。
【００９９】
　一方、入れ子構造が円筒形状である場合には、ピペット及びピペットチップを回転させ
た場合にも対応できるという利点もある。
　例えば、反応板の両面を異なる修飾を行う、または一面のみを修飾して他面をブランク
とする等、両面の測定に対応することもできる。また、ピペット及びピペットチップを回
転させずに、測定ユニット及び測定ブロックユニット側を回転させる、または反応板の両
面の測定用に測定ブロックユニットを２つ備えて、向かい合うように配置しても良い。
【０１００】
　また実施の形態１の自動分析装置及びピペットチップからなる分析システムは、試料や
試薬の吸引、吸引および吐出による攪拌、洗浄、反応、検出をピペットチップ２０内です
べて実現するオールインワンシステムとなっている。
　これらのオールインワンシステムに対応するポンプユニットについて説明する。
【０１０１】
　図１２は、実施の形態１に係る分析システムのポンプユニットの概略を示す図である。
　図１２において、ポンプユニット５０は、試料を吸引する吸引ポンプ５１と、三方弁５
２、５３と、送液ポンプ５４と、ガスボンベ５５、５６と、洗浄液ボトル５７とから構成
される。
【０１０２】
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　三方弁５２は、ピペット１２からの配管と接続し、吸引ポンプ５１、または送出系に接
続する三方弁５３のいずれかに切り替えて、ピペット１２と接続する弁である。
　三方弁５３は、溶液を送出する送液ポンプ５４、攪拌用のガスを送出するガスボンベ５
５、または空気を送出するガスボンベ５６のいずれかに切り替えて、三方弁５３に連通す
る弁である。
【０１０３】
　送液ポンプ５４は、洗浄液ボトル５７と接続し、ボトル内の洗浄液をピペット１２へ送
液するポンプである。
【０１０４】
　ガスボンベ５６は、攪拌用のガスが充填されたボンベである。攪拌用のガスとしては、
一般に窒素、アルゴン等の不活性ガスが好適である。またガスボンベ５６の代わりにＰＳ
Ａ（Ｐｒｅｓｓｕｒｅ　Ｓｗｉｎｇ　Ａｄｓｏｒｐｔｉｏｎ：圧力変動吸着）装置を用い
て窒素ガスを供給してもよい。
【０１０５】
　ガスボンベ５６は、窒素と酸素を空気とほぼ同じ比率にした合成空気が充填されたボン
ベである。ガスボンベ５６もガスボンベ５５と同様に攪拌用として合成空気を送出する。
また、ガスボンベ５６の代わりに、ポンプ及びフィルタを用いて大気を攪拌用に送出して
も良い。ガスボンベ５５、５６は、実際には圧力調整弁、流量調整弁を介して送出に適し
た圧力、流量でガスを送出する。
【０１０６】
　次にポンプユニット５０の動作について説明する。各動作における三方弁、ポンプの制
御はシーケンサー、ワンチップコンピューター等の制御機器を用いて行うことができる。
この場合、三方弁は電動三方弁を用いるのが好適である。
【０１０７】
　まず試料または試薬をピペットチップ２０内に吸引する場合、ポンプユニット５０は、
ピペット１２と吸引ポンプ５１とを接続するように三方弁５２を切り替え、吸引ポンプ５
１を稼働させ、試薬ラック１４内の試料または試薬をピペットチップ内に吸引する。
【０１０８】
　次にピペットチップ２０内の試料及び試薬を攪拌する場合、ポンプユニット５０は、三
方弁５２及び５３を介してガスボンベ５５または５６をピペット１２に接続する。そして
、ピペットチップ２０に、所定のウェル内に配置された状態で、ガスを流通させる。
【０１０９】
　試料及び試薬の反応が進行した後、未反応の試料を捨てることになる。ポンプユニット
５０は、送液ポンプ５４を駆動し、三方弁５２及び５３を介して、洗浄液ボトル５７内の
洗浄液をピペット１２に送液する。洗浄液は、ピペットチップ２０内の未反応の試薬を押
しだして、廃棄ボトル１８に送り出す。
【０１１０】
　その後ピペットチップ２０内の洗浄を行う場合には、ポンプユニット５０は、洗浄液を
さらに流通させて、ピペットチップ２０内の測定セル部２２及び反応板２４を洗浄し、未
反応の試薬を洗い流す。洗い流した未反応の試薬及び洗浄液は廃棄ボトル１８に捨てられ
る。
【０１１１】
　これら試薬の吸引、攪拌、反応、洗浄を繰り返し、測定に必要な複合体の形成を行う。
【０１１２】
　その後、ピペットチップ２０を前述の測定ユニット１６内に搬送し、測定を行う。
　このように実施の形態１の分析システムは、ピペットに連通するポンプユニットを備え
、吸引及び、液体または気体の送出を行う機構を備えることにより、ピペットチップ内で
、試料や試薬の吸引、吸引および吐出による攪拌、洗浄、反応、検出のすべてを実行する
ことができる。なお、図１１では、ポンプユニット５０を自動分析装置１０の外部に備え
ているが、自動分析装置内にポンプユニット５０を備えるようにしても良い。例えば、自
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動分析装置の下部にポンプユニット５０を配置して一体化する形態などが好適である。
　実施の形態２
【０１１３】
　次に自動分析装置１０を用いた前立腺癌に関連する特異的な抗原を測定する例について
説明する。
　試薬ラック１４の各ウェルには、サンプル（血清）、ブロック液、抗体試薬、蛍光試薬
が入れられている。他方ピペットチップ２０内の反応板２４には、表面に抗体が固定化さ
れている。前立腺癌の診断に用いる場合には、抗フリーＰＳＡ特異的モノクローナル抗体
を固定する。抗フリーＰＳＡ特異的モノクローナル抗体はクローン２Ｅ２由来のコンプレ
ックスＰＳＡと反応しない抗フリーＰＳＡ抗体である。具体的な抗体としては、フナコシ
社の８Ａ６モノクローナル抗体がある。
【０１１４】
　まず、ピペット１２は、チップラック１１の直上まで移動し、下降に移動することによ
りピペットチップ２０をピペット１２の先端に装着する。
【０１１５】
　次に、ピペット１２は上昇した後、試薬ラック１４の直上まで移動する。そして、ピペ
ット１２は、試薬ラック１４のウェル内にピペットチップ２０が位置する高さまで下降し
、ポンプの駆動により吸引、反応、吐出及び洗浄を行う。この吸引、反応、吐出及び洗浄
の動作はサンプル（血清）、ブロック液、抗体試薬、蛍光試薬のそれぞれにおいて、実行
される。
【０１１６】
　まずピペット１２はブロッキング液を吸引する。ブロッキング液により、反応板２４の
表面がブロッキングされる。
【０１１７】
　次にピペット１２はブロッキング液を吐出し、サンプルを吸引する。ピペットチップ２
０の測定セル部２２内にサンプルが満たされる。その後４℃で５分～１時間放置すること
により、反応板２４に固定化された抗体とサンプル内に含まれるフリーＰＳＡとが、反応
する。
【０１１８】
　次にピペット１２はサンプルを吐出し、抗体試薬を吸引する。前立腺癌の診断に用いる
場合には、抗α２，３結合糖鎖用抗体、すなわち末端シアル酸残基がα（２,３）結合で
ガラクトースに結合した糖鎖を特異的に認識するモノクローナル抗体が好適である。具体
的な抗体としては、和光純薬社のＨＹＢ４モノクローナル抗体がある。そして４℃で５分
～１時間放置することにより、抗フリーＰＳＡ抗体－フリーＰＳＡ－抗α２，３結合糖鎖
用抗体という複合体が、反応板２４上に形成される。
【０１１９】
　次にピペット１２は抗体試薬を吐出し、蛍光試薬を吸引する。具体的な蛍光試薬として
は、蛍光色素標識抗マウスＩｇＧ３抗体がある。室温で５分～４５分放置することにより
、抗フリーＰＳＡ抗体－フリーＰＳＡ－抗α２，３結合糖鎖用抗体－蛍光試薬という複合
体が、反応板２４上に形成される。
【０１２０】
　複合体の形成後、ピペット１２はピペットチップ２０を検出ユニット１６の位置まで移
動し、開口４０ａの位置で下降する。そして検出ブロックユニット１７はピペットチップ
２０の測定セル部２２からの蛍光を検出する。
【０１２１】
　蛍光検出の後、ピペット１２は、上昇及び平行移動により廃液ボトル１８の直上まで移
動し、蛍光試薬を吐出して、蛍光試薬を廃液ボトル１８内に捨てる。
【０１２２】
　最後に、ピペット１２はチップ廃棄箱１９まで移動し、チップ廃棄箱１９の取り外し機
構によりピペットチップ２０を取り外し、ピペットチップ２０をチップ廃棄箱１９内に捨
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　以上の動作により、自動分析装置１０は前立腺特異抗原を検出することができる。
　なお、本発明は上記実施の形態に限られたものではなく、趣旨を逸脱しない範囲で適宜
変更することが可能である。例えば、ピペットを８連ピペッタ等の多連ピペッタとするこ
とによりスループットを向上することも考えられる。
【符号の説明】
【０１２３】
１０　　　　　　自動分析装置
１１　　　　　　チップラック
１２　　　　　　ピペット
１３　　　　　　搬送ユニット
１４　　　　　　試薬ラック
１５　　　　　　反応ユニット
１６　　　　　　検出ユニット
１７　　　　　　検出ブロックユニット
１７ａ　　　　　　暗箱
２０　　　　　　ピペットチップ
２２　　　　　　測定セル部
２４　　　　　　反応板
３１　　　　　　上部構造体
３２　　　　　　下部構造体
３４　　　　　　テーパー部
４０　　　　　　暗箱
４１　　　　　　ピペット側遮光部
４２　　　　　　暗箱側遮光部
４２ｂ　　　　　　内径部
４２ｃ　　　　　　外径部
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